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断 し, ヒトの mtDNAをプローブとす る
Southernハイブリダイゼーション法により各個
体のmtDNAのバターンを検出した.
10種すべての制限酵素の切断によりmtDNA
の種内あるいは種間変異が認められ,それぞれの
切断により3個から12個の切断型 (モルフ)が観
察された｡それぞれの制限酵素によるモルフの記
載をまとめたところ,スラウェシマカクのmt
DNAは,45個のタイプに分芙穴されたが,M.
heckiとM.nigrescensで共通するmtDNAタイ
プが1つ認められたほかは,種問で共通するタイ
プはなかった｡また,M.nemestrinaは3頭それ
ぞれが只なるmtDN^ タイプを有していた｡mt
DN^ タイプ相互間の関係を叔大師的法により推
定したところ.M.heckiの1つのmtDNAタイ
プを中心に放射状に分岐していく斑が得られ,
M.nemestrinaのタイプも,そのM.heckiのmt
DN∧タイプに結びっけられた｡また,関係図は
概してスラウェシマカク7種の地理的分布と対応
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